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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器本体にバッテリパックを収容する凹部を形成し、前記凹部の１側面に前記バッ
テリパックに形成された凹みまたは突起と係合する係止部を設け、前記凹部の前記１側面
と対向する他側面に前記凹部内方向に付勢されたロック部材を設け、前記バッテリパック
をその後端側を前記係止部に係止させた状態で前記凹部内に押し込むと前記バッテリパッ
クの前端側が前記ロック部材を付勢力に抗して一旦後退させた後ロック部材が前進し前記
バッテリパックの前端側をロックする電子機器のバッテリパック装着構造において、前記
凹部の前記他側面近傍の底面と前記バッテリパックが装着された状態で前記底面と対向す
るバッテリパックの面に互いに隙間なく嵌合する前記他側面から遠い方の面が前記底面に
対して垂直である楔形状の凹凸を設けたことを特徴とする電子機器のバッテリパック装着
構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は電子機器のバッテリパック装着構造に係わり、特に、通信機等の携帯用電子機
器に好適なバッテリパック装着構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の通信機のバッテリパック装着構造の例を図３～図５により説明する。図３に示す４
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は通信機本体であり、バッテリパック５を収容する凹部４ａが形成されている。また、通
信機本体４はロック部材３を摺動自在に保持しており、ロック部材３は図示していないば
ねにより凹部４ａの内部方向に突出するように付勢されている。
【０００３】
バッテリパック５を通信機本体４に装着する場合、先ず、バッテリパック５の後端側に形
成された凹み５ａを通信機本体４に形成された係止部４ｂに係止させた状態でバッテリパ
ック５の前端側を凹部４ａの内部に押し込むと、ロック部材３はばねの弾力に抗して一旦
押し込まれた後バッテリパック５のロック部材嵌合凹部５ｂに入り込みバッテリパック５
が凹部４ａに収納状態でロックされる。
【０００４】
この状態で図示していない端子によりバッテリパック５と通信機本体４は電気的に接続さ
れる。図４にバッテリパック５が通信機本体４に装着された外観を示す。バッテリパック
５を外すときは、ロック部材３をばねの弾力に抗して移動させロックを解除してバッテリ
パック５を取り外すことができる。
【０００５】
上記した従来のバッテリパック装着構造では図５に示すようにバッテリパック５の凹み５
ａを通信機本体４の係止部４ｂに係止させていない状態でもバッテリパック５の前端側を
凹部４ａの内部に押し込むと、ロック部材３がロック部材嵌合凹部５ｂに入り込みバッテ
リパック５がロックされる。このような不完全なバッテリパック５の装着状態で通信機本
体４が使用されるという問題があった。
【０００６】
特開２０００－３４０１９６に提案されたバッテリパックの着脱構造は、ロック部材を電
子機器ケースに容易に装着でき、ロック部材が円滑に動作してバッテリパックを確実にロ
ックするロック部材の取付け構造を有するものであるが、基本的に上記した係止部とロッ
ク部材と夫々同一の機能を有する部材が用いられており、バッテリパックが不完全装着状
態でロックされるため、上記と同様の問題があった。
【０００７】
【特許文献１】
特開２０００－３４０１９６号公報（第４～５頁、図４～図５）
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
この発明は上記した点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、バッテ
リパックが正常な装着状態でないときにロックされないバッテリパック装着構造を提供す
ることにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　この発明の電子機器のバッテリパック装着構造は、電子機器本体にバッテリパックを収
容する凹部を形成し、前記凹部の１側面に前記バッテリパックに形成された凹みまたは突
起と係合する係止部を設け、前記凹部の前記１側面と対向する他側面に前記凹部内方向に
付勢されたロック部材を設け、前記バッテリパックをその後端側を前記係止部に係止させ
た状態で前記凹部内に押し込むと前記バッテリパックの前端側が前記ロック部材を付勢力
に抗して一旦後退させた後ロック部材が前進し前記バッテリパックの前端側をロックする
電子機器のバッテリパック装着構造において、前記凹部の前記他側面近傍の底面と前記バ
ッテリパックが装着された状態で前記底面と対向するバッテリパックの面に互いに隙間な
く嵌合する前記他側面から遠い方の面が前記底面に対して垂直である楔形状の凹凸を設け
たものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】
この発明の実施例である通信機のバッテリパック装着構造を図面に基づいて説明する。図
１はこの発明の実施例である通信機のバッテリパック装着構造を示す断面図である。
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【００１１】
図１に示す１は通信機本体であり、バッテリパック２を収容する凹部１ａが形成されてい
る。また、通信機本体１はロック部材３を摺動自在に保持しており、ロック部材３は図示
していないばねにより凹部１ａの内部方向に突出するように付勢されている。
【００１２】
バッテリパック２を通信機本体１に装着する場合、先ず、バッテリパック２の後端側に形
成された凹み２ａを通信機本体１に形成された係止部１ｂに係止させた状態でバッテリパ
ック２の前端側を凹部１ａの内部に押し込むと、ロック部材３はばねの弾力に抗して一旦
押し込まれた後バッテリパック２のロック部材嵌合凹部２ｂに入り込みバッテリパック２
が凹部１ａに収納状態でロックされる。
【００１３】
この状態で図示していない端子によりバッテリパック２と通信機本体１は電気的に接続さ
れる。バッテリパック２を外すときは、ロック部材３をばねの弾力に抗して移動させロッ
クを解除しバッテリパック２を取り外すことができる。
【００１４】
この実施例の通信機のバッテリパック装着構造では、通信機本体１の凹部１ａの底面に凹
み１ｃが形成されており、バッテリパック２に正常に装着状態で凹み１ｃと嵌合する突起
２ｃが形成されている。
【００１５】
図２に示すように、バッテリパック２の凹み２ａを通信機本体１の係止部１ｂに係止させ
ていない状態でバッテリパック２を通信機本体１の凹部１ａに押し込もうとすると、バッ
テリパック２が正常な位置とならないので、バッテリパック２の突起２ｃが凹み１ｃに入
らず、バッテリパック２を定位置まで押し込むことができない。この場合、ロック部材３
がバッテリパック２をロックできない。従って、バッテリパック２が未装着のまま通信機
が使用されることがない。
【００１６】
実施例は以上のように構成されているが発明はこれに限られず、例えば、バッテリパック
２に突起２ｃを設け、これと嵌合する凹み１ｃを通信機本体に設ける代わりに、バッテリ
パック２に凹みを設け、これと嵌合する突起を通信機本体に設けてもよい。また、この発
明を携帯電話機等他の電子機器に適用することもできる。
【００１７】
【発明の効果】
この発明の電子機器のバッテリパック装着構造によれば、バッテリパックが未装着のまま
電子機器が使用されることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施例である通信機のバッテリパック装着構造を示す断面図である。
【図２】　同通信機のバッテリパック装着構造の他の状態を示す断面図である。
【図３】従来の通信機のバッテリパック装着構造の例を示す断面図である。
【図４】同通信機のバッテリパック装着構造の外観を示す斜視図である。
【図５】同通信機のバッテリパック装着構造の他の状態を示す断面図である。
【符号の説明】
１　通信機本体、１ａ　凹部、１ｂ　係止部、１ｃ　凹み
２　バッテリパック、２ａ　凹み、２ｂ　ロック部材嵌合凹部、２ｃ　突起
３　ロック部材
４　通信機本体、４ａ　凹部、４ｂ　係止部
５　バッテリパック、５ａ　凹み、５ｂ　ロック部材嵌合凹部
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